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　このコーナーに出ていただく「わんぱくは
りまっ子」を募集しています。（未就学児） 
広報担当まで電話をお願いします。 
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ちゃん（0歳11ヵ月）
東本荘

大きな幸せを沢山ありがとうQ
お父さん・お母さんより

東播磨ふれあいネット（BAN-BANテレビ 11チャンネル）

播磨町・稲美町・加古川市・高砂市の情報番組です。

2月の放送予定　（収録場所　加古川市）
前半　2月4日(月)～17日(日)
●特集 確定申告と個人住民税の申告について（加古川市）
●ふれあいインフォメーション（各市町からのお知らせ）
後半　2月18日(月)～3月2日(日)
●特集　ふれあいの場を自分たちの手で～まちづくりの会活動（稲美町）
●ゆうゆうライフ（播磨町）

放送時間（第1・3月曜日の①以外は再放送）30分番組
月・水・金 ①午前10時 ②午後5時 ③午後10時
火・木 ①正午 ②午後7時
土・日 ①午前9時 ②午後6時 ③午後11時

春はまだ少し先のようですが、木々の芽も膨
らんで春の訪れを待っています。立春を過ぎれ
ば、大中遺跡周辺の緑や海の色も徐々に春色に
変化して私たちを楽しませてくれるでしょう。
あとしばらくは、温かくしてお風邪などひかれ
ませんように。
■12月に新しい民生委員・児童委員・主任児童
委員の任命式がありました。64人の方々が就任
されましたが、お引き受けいただきありがとう
ございました。民生委員は自治会とともに地域
力の基盤として、重要な役割を担っていただい
ております。地域のコミュニティの存続が難し
くなってきている時代にあって、福祉を必要と
する方々と行政をつなぐパイプ役でもあります。
新年早々、遺跡周辺を歩いていましたら、子

どもたちのために自転車でパトロールされてい
る民生委員さんたちにお会いしました。このよ
うな日々の活動が町の安全・安心に大きく貢献
していただいていることに、改めて感謝！！
■播磨町の特産品の一つに「海苔

の り

」があること
をご存知ですか。パリパリとした食感は卓越し
ていて、他ではなかなか味わえないおいしさで
す。寒い時期にはより良質の海苔がとれるそう
ですので、ミネラル豊富な播磨町の特産品を是
非一度ご賞味ください。
■障がいを持つ子どもたちの保護者「播磨町手
をつなぐ親の会」と「播磨町心身障害児親の会」
が合同のクリスマス会をされました。ライオン
ズクラブのサンタクロースからのプレゼントや
ボランティアの演技などで「しあわせセンター」
の3階はとても温かい雰囲気に包まれました。
そばにいた一人の子が、プレゼントのお菓子

を私にも一個おすそ分けしてくれました。その
やさしさを噛み締めながら味わいました。政治
は今、この子たちのために何ができるでしょう
か。「ともに生きる」まちでありたいと思いま
す。

▲民生委員・児童委員任命式にて
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楽
　
屋
　
裏

祝

500
号

昨
年
、
播
磨
町
は
町
制
施
行
45
周
年
を

迎
え
ま
し
た
が
、「
広
報
は
り
ま
」
は
今

月
号
で
500
号
と
な
り
ま
し
た
。

記
念
と
し
て
、
特
集
ペ
ー
ジ
で
こ
れ
ま

で
の
広
報
記
事
や
こ
れ
か
ら
の
広
報
紙
に

つ
い
て
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。
社
会
や
町

の
方
針
な
ど
を
反
映
し
な
が
ら
播
磨
町
と

共
に
歩
ん
で
き
た
広
報
紙
。
こ
れ
か
ら
も

皆
さ
ん
に
と
っ
て
よ
り
身
近
な
存
在
に
な

る
よ
う
、
進
化
し
な
が
ら
号
を
重
ね
て
い

け
れ
ば
良
い
な
と
思
い
ま
す
。

600
号
、
700
号
…
の
広
報
紙
が
発
行
さ
れ

る
頃
、
世
の
中
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
の
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
そ
の
頃
に
現

在
の
広
報
紙
を
読
み
返
し
て
ど
の
よ
う
に

感
じ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
楽
し
み
で
す
。

（
大
）

12
月
８
日
(土)
、
Ｊ
Ａ
兵
庫

南
播
磨
支
店
「
ふ
れ
あ
い
会

館
」
に
お
い
て
、
農
産
物
品

評
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
地

域
農
業
の
振
興
と
栽
培
技
術

の
向
上
を
目
的
と
し
て
播
磨

町
営
農
振
興
協
議
会
が
主
催

す
る
も
の
で
、
今
年
で
５
回

目
に
な
り
ま
す
。

多
種
に
わ
た
る
農
産
物
が
審
査
さ
れ
、
入
賞
者
の

表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
出
品
作
物
は
そ
の
場
で
展

示
即
売
さ
れ
、
売
上
金
は
播
磨
町
社
会
福
祉
協
議
会

に
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

同
協
議
会
は
、
多
く
の
生
産
者
に
出
品
し
て
い
た

だ
き
、
消
費
者
の
皆
さ
ん
に
町
の
農
産
物
を
知
っ
て

も
ら
う
機
会
と
し
て
今
後
も
農
産
物
品
評
会
を
開
催

し
て
い
く
予
定
で
す
。

12
月
５
日
(水)
か
ら
７
日
(金)
、
友
好
都
市
中
国
天
津
市
和
平
区

か
ら
、
副
区
長
を
団
長
と
す
る
行
政
訪
問
団
８
人
が
来
訪
さ
れ

ま
し
た
。
一
行
は
、
町
長
と
の
懇
談
後
に
、
町
施
設
の
見
学
や

野
添
北
公
園
蓬
生
庵
で
の
お
茶
席
を
体
験
。
環
境
や
福
祉
へ
の

取
り
組
み
に
興
味
を
持
ち
、
文
化
に
触
れ
る
ひ
と
時
を
過
ご
し

ま
し
た
。
歓
迎
会
で
は
、
和
平
区
に
関
心
を
持
つ
人
や
中
国
語

を
学
ん
で
い
る
人
な
ど
が
集
ま
り
大
い
に
交
流
を
深
め
ま
し

た
。
ま
た
、
５
年
前
に
友
好
の
証
と
し
て
石
ヶ
池
公
園
に
植
樹

し
た
木
の
傍
ら
で
は
、
改
め
て
両
区
町
の
友
好
を
確
か
め
合
う

な
ど
、
意
義
深
い
滞
在
と
な
り
ま
し
た
。

和
平
区
行
政
訪
問
団
の
皆
さ
ん
が
来
訪

播
磨
町
産
の
野
菜
を
集
め
た

第
５
回
農
産
物
品
評
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た

日
展
は
日
本
の
美
術
振
興
を
目

的
に
明
治
40
年
か
ら
は
じ
ま
る
、

長
い
伝
統
を
持
つ
我
が
国
最
大
の

規
模
を
誇
る
公
募
展
で
、
今
回
で

39
回
に
な
り
ま
す
。

今
回
入
選
さ
れ
た
深
瀬
さ
ん
は
、

６
年
ぶ
り
に
出
展

さ
れ
12
回
目
の
入

選
を
果
た
さ
れ
て

い
ま
す
。
作
品
は
、

大
阪
市
立
美
術
館

に
お
い
て
、
平
成

20
年
２
月
23
日
(土)

〜
３
月
23
日
(日)
開

催
の
特
別
展
「
第

39
回
日
展
」
で
陳

列
さ
れ
ま
す
。

第
39
回
日
展
に

入
選
、
野
添
の

深
瀬
裕
之
さ
ん

１
月
13
日
(日)
、
加
古
郡
消
防
協
会
出
初
め
式
が
蓮
池
小
学
校
体

育
館
で
行
わ
れ
、
播
磨
町
か
ら
122
人
の
団
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

式
典
の
中
で
行
わ
れ
た
表
彰
式
で
受
賞
さ
れ
た
方
は
、
次
の
通

り
で
す
。（
敬
称
略
）

兵
庫
県
消
防
協
会
長
表
彰

功
績
章

駅
前
分
団
　

森
田
博
之

精
績
章

宮
北
分
団
　

藤
吉
桂
児

二
子
分
団
　

藤
谷
竜
也

精
勤
章

二
子
北
分
団

澤
田
憲
一

野
添
分
団
　

平
田
則
和

古
田
東
分
団

西
田
徹

加
古
郡
消
防
協
会
長
表
彰

団
体
表
彰

野
添
分
団
、
二
子
北
分
団

個
人
表
彰

二
子
分
団
　

岡
田
健
吾

古
宮
分
団
　

永
谷
総
一

二
子
北
分
団

石
井
和
巳

播
磨
町
消
防
団
長
表
彰

野
添
分
団
　

藤
原
秀
樹

古
田
西
分
団

櫻
井
俊
成

古
田
東
分
団

田
中
直
樹

本
荘
分
団
　

田
中
昭
吾

古
田
東
分
団

山
口
雅
彦

古
宮
分
団
　

筒
井
和
秀

１
月
４
日
(金)
、
毎
年
恒
例
の
新
年
交
礼
会
が
健
康
い
き
い
き
セ

ン
タ
ー
で
開
か
れ
、
町
内
の
商
工
者
や
住
民
の
方
が
集
い
ま
し
た
。

新
年
に
あ
た
り
、
町
長
は
「
厳
し
い
財
政
下
で
は
あ
り
ま
す
が
、

皆
で
力
を
合
わ
せ
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
低
下
さ
せ
る
こ
と
な
く
、

安
定
し
た
堅
実
な
行
財
政
運
営
を
行
っ
て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ

つ
し
ま
し
た
。

昭
和
62
年
４
月
２
日
〜
63
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
362
人
が
、
成

人
の
日
を
迎
え
ま
し
た
。

今
年
も
、
会
場
準
備
か
ら
受
付
、
司
会
も
実
行
委
員
が
務
め
る

自
立
し
た
成
人
式
と
な
り
ま
し
た
。
参
加
し
た
新
成
人
は
、
弁
護

士
の
淡
路
友
起
子
さ
ん
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
受
け
て
、
20
歳
の

決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

１
月
13
日
(日)
成
人
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た

▲図書館を見学する訪問団

▲地元産の新鮮野菜が並ぶ

▲「憶良のうた」

新
年
交
礼
会

▲懐かしい顔が揃いました

▲新年のごあいさつ

平
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８
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８
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８
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平
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19
年
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火
災
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生
件
数
８
件
。

町
を
守
る
決
意
新
た
に
〜
消
防
出
初
式
〜s

前
日
の
雨
の
た
め
、

体
育
館
で
挙
行

平
成
19
年
町
内
火
災
発
生
件
数
８
件
。

町
を
守
る
決
意
新
た
に
〜
消
防
出
初
式
〜
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町の人口 1月１日現在 
34,360人（－37人） 

（住民基本台帳人口＋外国籍人口） 

世帯数…13,326（±0） 
古紙配合率100％再生紙を使用しています 
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2008

男…16,845人（－7人） 
女…17,515人（－30人） 
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「
歴
史
の
宝
石
箱
」
と
言
わ
れ
て
い
る
播
磨
町
。
町
の
面
積
は
狭
い
け

歴
史
の
宝
石
箱
」
と
言
わ
れ
て
い
る
播
磨
町
。
町
の
面
積
は
狭
い
け
ど
、
文
化
財
の
数
は
多
く

ど
、
文
化
財
の
数
は
多
く
、

少
し
歩
け
ば
そ
こ
か
し
こ
に
、
地
域
の
人
び
と
が
昔
か
ら
大
切
に
受

少
し
歩
け
ば
そ
こ
か
し
こ
に
、
地
域
の
人
び
と
が
昔
か
ら
大
切
に
受
け
継
い
で
き
た
も
の
が
あ
り
ま

け
継
い
で
き
た
も
の
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
街
角
の
文
化
財
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す

す
。
そ
の
よ
う
な
街
角
の
文
化
財
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。
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受
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クイズの答　① 車両横の白い「×」のようなマーク 

36

▲活躍した当時の姿を今も伝える

今
か
ら
20
年
ほ
ど
前
ま
で
、
郷
土
資
料
館
前
か
ら
土
山
へ
行
く
「
で
あ

い
の
み
ち
」
に
は
、
１
本
の
線
路
が
あ
り
ま
し
た
。
ガ
ッ
タ
ン
、
ガ
ッ
タ

ン
と
列
車
が
走
る
こ
と
か
ら
、「
ガ
ッ
タ
ン
」
と
の
愛
称
を
も
つ
別
府
鉄

道
が
走
っ
て
い
ま
し
た
。

別
府
鉄
道
は
１
９
２
１
年
、
今
の
多
木
化
学
の
製
品
（
肥
料
）
を
全
国

へ
出
荷
す
る
た
め
に
、
多
木
化
学
の
あ
る
別
府
か
ら
、
野
口
に
あ
っ
た
旧

国
鉄
高
砂
線
の
野
口
駅
ま
で
が
、
ま
ず
作
ら
れ
ま
し
た
。
２
年
後
の
１
９

２
３
年
に
、
直
接
、
山
陽
本
線
に
つ
な
が
る
路
線
と
し
て
別
府
か
ら
土
山

ま
で
が
で
き
ま
し
た
。
車
体
の
横
に
は
一
見
「
×
」
の
よ
う
に
見
え
る

「
神
代
鍬く

わ

」
の
多
木
化
学
社
章
を
つ
け
て
活
躍
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
自
動
車
輸
送
が
発
達
し
た
た
め
、
昭
和
40
年
代
を
ピ
ー
ク
に
、

旅
客
も
貨
物
も
少
な
く
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
旧
国
鉄
の
大
合
理
化
計

画
の
影
響
で
１
９
８
４
年
に
廃
止
と
な
り
ま
す
。

廃
止
の
と
き
は
、
別
府
鉄
道
に
親
し
ん
だ
多
く
の
人
々
が
な
ご
り
を
惜

し
み
ま
し
た
。
63
年
間
の
操
業
の
最
終
日
で
あ
る
１
月
31
日
は
、
花
道
を

飾
る
よ
う
に
、
雪
が
降
っ
た
の
が
印
象
的
で
し
た
。

最
近
、
あ
る
雑
誌
に
「
近
代
化
遺
産
」
の
一
つ
と
し
て
、
こ
の
車
両
も

紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
今
、
近
代
化
を
進
め
た
人
々

の
願
い
を
振
り
返
え
る
時
期
な
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
一
つ
の
文
化
財
と
し
て
、
こ
の

車
両
も
大
切
に
し
た
い
で
す
ね
。

古田 大中南 

国道2号線 

JR

2
高畑 

信号 

別府鉄道車両 

喜
瀬
川 

郷土資料館 

スーパー 

野添北公園 

蓮池小 
文 

考古博物館 

250明姫幹線 

【
ク
イ
ズ
】

ど
こ
で
こ
れ
が
、
別
府
鉄
道
の

車
両
だ
と
わ
か
る
の
で
し
ょ
う
。

①
車
両
横
の
白
い
「
×
」
の
よ
う

な
マ
ー
ク

②
客
車
の
後
ろ
の
赤
い
丸
い
印

③
機
関
車
の
「
Ｄ
Ｃ
３
０
２
」
の

プ
レ
ー
ト

今
月
は
大
中
の
播
磨
町
郷
土
資
料
館
に
あ
る
、
別
府
鉄
道
の
車
両
を
紹
介
し
ま
す
。
白
い
播
磨

町
郷
土
資
料
館
の
建
物
に
沿
っ
て
東
に
入
る
と
、
青
い
デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関
車
が
見
え
て
き
ま
す
。




